
 

 

琵琶湖森林づくり基本計画（第２期）の見直しについて 

琵琶湖森林づくり基本計画（第２期）については、計画開始から５年を目途に見直すこととされてい

ることから、令和６年度から令和７年度にかけて見直し作業を行い、令和８年３月に策定・公表する予

定。 

１ 琵琶湖森林づくり基本計画（第２期）の概要 

（１）琵琶湖森林づくり基本計画の位置づけ 

琵琶湖森林づくり条例第９条と県産材利用促進条例第 10 条の規定に基づく計画（条例に示す理念を

実効あるものとするための基本的な計画）。基本構想や部門計画と調和させるとともに、森林法に基づ

く地域森林計画とも整合を図る。 

（２）計画期間 

令和３年度（2021 年度）～令和 12年度（2030 年度）（10 年間） 

・令和５年 11月に「県産材利用促進条例」制定に伴う改正を実施 

・計画策定から５年後の令和８年度に計画の見直しが必要 

・戦略プロジェクト（５年間の数値目標）について、後半５年間の目標設定が必要 

 

２ 見直しの方向性案について 

花粉発生源対策に資する主伐再造林の推進・再造林の確実な実施 

伊吹山など局地的な土砂災害・豪雨への迅速な対応と、森林整備等の実施 

カーボンニュートラル、GX、生物多様性に資する森林整備の推進 

森林の公的管理に向けた検討 

航空レーザ測量など詳細なデータや ICT を活用するスマート林業の一層の推進 

森林組合合併を契機とした県産材生産・流通の効率化・競争力強化 

企業との連携の強化による森林整備の推進、農山村地域の活性化、木材利用の推進 

木育拠点施設整備を契機とした、木に触れる機会の更なる創出 

木材の生産・流通の各段階における人材の確保・育成等の推進（所得や安全衛生の向上を含む） 

 

３ 今後の予定 

令和６年 ５月 ～令和６年 10月 見直しの方向性検討、県民意識調査の実施 

令和６年 ９月 森林審議会（諮問、森林・林業の現状について報告） 

令和６年 11 月 森林審議会（基本計画見直しの方向性・骨子案の検討） 

令和６年 12 月 常任委員会に基本計画見直し（骨子案）について報告 

令和７年 ２月 森林審議会（基本計画見直しの素案①） 

令和７年 ３月 税制審議会に意見書の提出（森林審議会委員ヒアリング） 

令和７年 ４月 森林審議会（基本計画見直しの素案②） 

令和７年 ５月 常任委員会に基本計画見直し（素案）について報告 

令和７年 ７月 森林審議会から、基本計画見直しの答申 

令和７年 10 月 常任委員会に基本計画見直し（改定案）について報告 

令和７年 10 月 ～11 月 県民政策コメント 

令和７年 12 月 常任委員会に基本計画（改定案）修正について報告 

令和８年 ３月 基本計画（改定）について公表 
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滋賀県琵琶湖環境部森林政策課

第146回 滋賀県森林審議会
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琵琶湖森林づくり基本計画（第２期）（改定）の概要

• 第１期計画（平成17年度～令和２年度）の取組や対応すべき課題、滋
賀県県産材の利用の促進に関する条例（以下「県産材利用促進条例」
という。）の制定を踏まえ、森林・林業に関する具体的な施策の方向
を示す。

策定の趣旨

１ 計画の位置づけ
琵琶湖森林づくり条例第９条に基づく計画
県産材利用促進条例第10条に基づく計画
滋賀県基本構想や第５次滋賀県環境総合計画に基づき、他の計画と調
和、また森林法に基づく地域森林計画と整合

２ 計画期間 令和３年度～令和12年度（2021年度～2030年度）（10年間）

計画の位置づけ・期間

１ 基本方向
琵琶湖と人々の暮らしを支える森林づくりの推進

目指す森林づくりの方
向

３ 基本方針に基づく施策の考え方
100年後の目指す姿を見据えた施策の考え方を規定

方針１ 森林づくり
多面的機能の発揮のため「環境林」と「循環林」を組み合わ
せた森林づくりを推進

方針２ 地域づくり
県民の理解と参加を促し、森林づくりと農山村の活性化を一
体的に推進

方針３ 産業づくり
川上から川下に至る林業・木材産業の活性化を促進

方針４ 人づくり
担い手の確保・育成および次代を担う子どもたちへの森林環
境学習やしが木育を推進

２ 基本方針
琵琶湖の水源林の恵みを活かし、皆で支え育む森林づくり
やまの資源をフル活用した収益の最大化

基本施策

施策１ 多面的機能の持続的発揮に向けた森林づくり
（１）適切なゾーニングに基づく森林づくりの推進
多面的機能を重視した森林づくり、主伐・再造林の促進、森林経営管理制度の推進、地球温暖化防止への貢献等

（２）災害に強い森林づくりの推進
ライフライン保全の取組、水源林の保全巡視、流域の広域的な課題への対応 等

（３）生物多様性の保全
多様な自然生態系の保全、二ホンジカ生息密度の低減、土壌保全対策 等

施策２ 多様な主体との協働により進める森林・林業・農山村づくり
（１）多様な主体による森林づくりの推進
企業、地域住民、ボランティア団体等の取組支援、県民の理解の醸成 等

（２）森林の整備・林業の振興と農山村の活性化の一体的な推進
地域資源を活かした仕事おこし等による農山村の活性化、地域を担う人づくりの推進、森林文化の振興 等

施策３ 森林資源の循環利用による林業の成長産業化
（１）活力ある林業生産の推進
林地境界の明確化、集約化推進、機械化による生産性向上、県産材の安定供給、林業所得向上 等

（２）県産材の加工・流通体制の整備
加工体制の整備、加工・流通を担う人材の育成、大型製材工場の検討 等

（３）あらゆる用途への県産材の活用
魅力の発信やしが木育の推進、公共施設や民間非住宅分野等での県産材の活用、新規需要開拓の推進、県施設の内装
等木質化率100％ 等

（４）ＩＣＴ等を活用した林業・木材産業の競争力強化
精度の高い森林資源情報、地形情報等の把握、スマート林業の推進、ＩＣＴを活用したサプライチェーンの構築 等

施策４ 豊かな森林を未来に引き継ぐ人づくり
（１）林業の担い手の確保・育成
新規就業者の確保、森林・林業に関わる総合的な人材の育成等

（２）次代の森林づくりを担う人々の理解の醸成
森林を通じた学びの提供（グリーン・リスキリングに取り組む企業等の支援）、森林所有者の理解、意欲の高揚 等

林業・木材産業の現状と目指す姿

計画期間の10年間に行う基本的な施策

４ SDGｓ、MLGｓの達成に向けた取組

新たな指標 ⇒R12年

施策２
多様な主体との協働
により進める森林・林
業・農山村づくり

・「やまの健康」を具体化す
る企業等が関わる取組数
（累計）

11企業等（R4）⇒30企業等

施策３

森林資源の循環
利用による林業
の成長産業化

・林業就業者の平均給与
・県施設の内装等木質化率

・しが木育に親しむ人数（累
計）

340万円（R3）⇒430万円
80％（R3）⇒100％
2,226人（R3）⇒30,000人

施策４

豊かな森林を未
来に引き継ぐ人づ
くり

・林業就業者数

・森林経営プランナー数（累
計）

243人（R3）⇒250人
1人（R4）⇒7人

少ない素材生産量と県産材製品の不安定な供給 素材生産量の増加と地の利を生かしたサプライチェーンの構築
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多面的機能の持続的発揮に向けた
森林づくり
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75％）

・低い採算性、獣害への懸念等から、主伐・再造林が減少しており、高齢林分が増加している。

滋賀県森林・林業
統計要覧
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滋賀県森林・林業統計要覧

・人工林蓄積量は毎年20万m3以上増加しているが、増加量は微減している。
・蓄積量増加の範囲で、環境に配慮しつつ適切に活用していくことが必要である。
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滋賀県森林・林業統計要覧

・造林面積は年々減少し、近年は30ha前後で推移。

・持続的な資源利用する視点から、適切な更新を行い、次世代の森林を育成
していくことが求められている。
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滋賀県森林・林業統計要覧

・造林面積の減少に伴って苗木の生産量、需要量も低迷していたが、近年生産量は増加している。
・全国的には主伐・再造林が行われていることもあり、県内の苗木は県外で消費されている。
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・近年は成熟期を迎える林分が増加し、間伐材を資源として活用する利用間伐が増加した
結果、間伐面積全体では減少し、年1,200ha前後で推移している。

滋賀県森林・林業統計要覧

496
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・路網整備により、適切な森林整備や低コスト施業に貢献している。

滋賀県森林・林業統計要覧
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滋賀県森林・林業統計要覧、滋賀県自然環境保全課
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滋賀県森林・林業統計要覧
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伊吹山 高時川上流部支流（針川）
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東近江市では森林の適正な管理を目指して、自治会ごとに集落会議を行い集落毎に「森づくりビジョン」を作成しています。
更に、令和５年４月１日には「東近江市森林経営管理法における基本方針」を定め、制度の本格的な運用を開始しています。

□ 事業内容
森林経営管理委託業務

• 集落会議の開催及び森林の整備方針の策定
• デジタル測量技術を活用した森林境界案の提示
• 東近江市経営管理モデル事業の創設（令和5年度から実施）
【事 業 費】390千円（うち譲与税390千円）

（譲与税は、集落会議開催に係る委託に充当）
【実 績】森林の整備方針の策定

政所町、杠葉尾町、蓼畑町及び九居瀬町

（集落会議）

・新所有者の高齢化と世代交代により境界が分からない人工林が増加
・所有者が高齢化する中で、森林協騎亜の立会い作業は大きな負担
・集約化施業を行う上で、森林境界がわからず施業を断念するケース
が多く存在
・木材価格の低迷により保育事業など管理放棄される人工林が増加

□ 取組の背景

（机上での境界明確化作業）

□ 工夫・留意した点

・ワークショップ方式で意見を集約
・地域の実情を反映できるよう、集落ごとに整備方針を策定
・森林微地形図や林相図などの解析データにより作成した
境界図を森林所有者に机上で示すことで事業を効率化
・東近江市森林経営管理モデル事業を創設し、対象とする
森林の要件等について定めた。

□ 取組の効果
・林業経営に適した経済林と保全機能を重視した環境林をゾー
ニングすることで、将来の森林整備に係る計画が立案できる。

・デジタル技術を活用することで、森林境界明確化作業の省
力化と効率的な事業が実施できた。
・所有者ごとの森林境界が明らかになることで、集約化施業
が可能となる。
・森林の多面的機能を維持し、様々な森林の利活用について
の検討が可能となる。

森林経営管理制度 東近江市の事例
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・この他、今年度甲賀市（市有林）と１団体で認証申請中

Jクレジット事務局公表資料
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見直しの方向性
◦ 花粉発生源対策に資する主伐再造林の推進・再造林の確実な実施

◦ 伊吹山など局地的な土砂災害・豪雨への迅速な対応と、森林整備等
の実施

◦ カーボンニュートラル、GX、生物多様性に資する森林整備の推進

◦ 森林の公的管理に向けた検討

◦ 航空レーザ測量など詳細なデータやICTを活用するスマート林業の一
層の推進

◦ 企業との連携の強化による森林整備の推進

18
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多様な主体との協働により進める
森林・林業・農山村づくり

19
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（滋賀県森林・林業統計要覧）

地域住民自らが、森林等の地域資源を活かし、地域経済の活性化等
を目指す活動を支援

森林空間を活用したサービスの構築等、「都市とやまをつなぐ」メ
ニューの整備や体制づくり、人材育成を実施

森の恵み活用促進事業 助成団体数 スギ・ヒノキのアロマオイル
（森林資源活用）
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（滋賀県森林・林業統計要覧）

活動フィールドを提供する土地所有者と、森林づくりに関心のある
企業をつなぐ「琵琶湖森林づくりパートナー協定」を実施

企業側と山側のコーディネート、協定締結立会、森づくり活動への
助言、などを実施。

琵琶湖森林づくりパートナー協定 締結数 協定締結・森づくり活動
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見直しの方向性
◦ カーボンニュートラル、GX、生物多様性に資する森林整備の推進

◦ 企業との連携の強化による森林整備の推進、農山村地域の活性化

22
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森林資源の循環利用による林業の
成長産業化

23
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24
出展：森林・林業白書

・素材価格や製品価格は、R3のウッドショックの影響により一時的に高騰した。R5は、
下落傾向にあるものの、R2よりも高い水準で推移している。
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滋賀県森林・林業統計要覧

・素材生産量は近年、森林資源の成熟や搬出間伐の増加に伴い、増加傾向
・需要先別では、チップ用材、合板用材を中心に増加している。
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26

全国：農林水産省「木材統計」
滋賀県：独自調査
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農林水産省「木材需給報告書」
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農林水産省「木材需給報告書」
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滋賀県を取り囲むように 大型製材工場、バイオマス発電施設等が立地

滋賀県周辺の木材加工工場等の状況

合板：林ベニヤ産業（株）七尾工場

合板：林ベニヤ産業（株）舞鶴工場

製材：ウッドリンク（株）

発電：（株）岐阜ﾊﾞｲｵﾏｽﾊﾟﾜｰ

合板： （株）日新 三重工場

合板：森の合板(協)

製材：(協)兵庫木材センター 発電：（株）中部プラント

製材：長良川木材事業協同組合

製材：高知おおとよ製材（株）

合板：（株）日新 四国工場

製材：院庄林業（株）

ＬＶＬ：（株）オロチ

合板：（株）日新 本社工場
第二工場
第三工場

製材：ナイス（株）小松島工場

集成材・ＣＬＴ：銘建工業（株）

発電：クリーンエナジー奈良

製材・集成材・ＣＬＴ・
：サイプレス・スナダヤ

発電：（株）福井ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾜｰ大野発電所

集成材：ファーストウッド（株）福井工場

集成材・ＣＬＴ：（株）中東

製材：（株）オオコーチ

製材：西垣林業（株）

集成材：ﾄﾘｽﾐ集成材（株）

製材・集成材：谷一木材（株）

２×４スタッド：材惣木材（株）

発電：（株）グリーンエナジー津

発電：北陸電力（株）鶴賀発電所

発電：林木材工業（株）

発電：敦賀グリーンパワー（株）

製材：グリーンウッドタクミ協同組合

輸出：住友フォレストサービス（株）

(65千m3)

(120千m3)

(190千m3)

(100千m3)

(100千m3)

(65千m3)

(150千m3)

(90千m3)
(不明)

(不明)

(200千m3)

木材流通センター協定工場
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・地球温暖化と木材の地産地消を進めるため、びわ湖材を使用した
一戸建て住宅等の新築や木質化改修等を支援

滋賀県森林・林業統計要覧
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32

木製品の導入
◦ 木製備品の購入支援

あらゆる用途への木材
利用

◦ 公共施設、住宅や民間施
設などへの県産材利用拡
大

その他
◦ びわ湖材利用の研究開発

商業施設の木製遊具

安曇川高校ウェイトリフティング場

民間企業の社屋
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○ 「 しが木育」

木とふれあい、木に学び、木と生活することにより、暮らしと森
と琵琶湖のつながりを理解し、豊かな心を育む取組

・木育イベント開催等木育の場の確保

・保育所等へ木育製品の貸し出し

・木の魅力を伝える木育指導者の育成

33

R5.4策定
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34

県立近江富士花緑公園（野洲市三上）内
森林のわくわく学習館 （S48～）
→ 「木育拠点施設」に改修 【令和７年 春】運用開始予定

木育広場、赤ちゃんスペース、情報コーナー、授乳室 など

エントランスイメージ

展示室２イメージ

外観イメージ

木育広場（展示室１）イメージ
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見直しの方向性
◦ 航空レーザ測量など詳細なデータやICTを活用するスマート林業の一

層の推進

◦ 森林組合合併を契機とした県産材生産・流通の効率化・競争力強化

◦ 企業との連携の強化による木材利用の推進

◦ 木育拠点施設整備を契機とした、木に触れる機会の更なる創出

35
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豊かな森林を未来に引き継ぐ人づく
り

36
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滋賀県森林・林業統計要覧

・林業従事者は長期にわたり減少しているが、若年労働者の割合は増加傾向。
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滋賀県森林・林業統計要覧
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39

滋賀県森林・林業統計要覧、滋賀県業務資料

・「新規」林業従事者は一定数いるものの、定着率はあまり高くない。
（R2.3月新規学卒就職者の3年後定着率は、高卒63.0%、大卒67.7%

事業所規模5~29人に限ると、高卒48.7%、大卒50.4%【厚労省資料】）
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業」は、国税庁「民間給与実態
統計調査」

※「林業従事者」は「緑の雇用」

事業に取り組む事業体への調
査結果（林野庁経営課調べ）



www.pref.shiga.jp

41

4 4 3 3 
5 

7 7 8 8 1 1 2 2

3
3 2

2 2

3 3 3 3

3
3 4 4 4

2 2 4 4

6
6 8 8 10

0

5

10

15

20

25

30

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

保
有

台
数

（
台

）

フォワーダ

スイングヤーダ

ハーベスタ

プロセッサ

滋賀県森林・林業統計要覧
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○自然を活用した幼児教育・保育を行う団体を

認定する「しが自然保育認定制度」

・・・認定団体数 １１団体

○県内の全小学4年生を対象とした森林環境学習

「やまのこ」 ・・・実施学校数 ２３１校

児童数 １３,３７１人

○小学校区等を単位とし、緑の募金をはじめ地域

の緑化・森づくり活動を行う

「緑の少年団」 ・・・５７団体 ６,５３３人

42
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（滋賀県森林・林業統計要覧）

もりづくりアカデミー コース別参加者数



www.pref.shiga.jp

見直しの方向性

◦ 木材の生産・流通の各段階における人材の確保・育成等の推進（所得
や安全衛生の向上を含む）

44


